
1-1 調査方法 インターネットによるウェブ形式のアンケート

1-2 サンプリング方法 「人にやさしい住まい」について10問の設問に対し、319件のデータを回収、確保

1-3 回収時期 2007年4月20日～2007年6月19日

1-4 調査項目 主な調査項目： ①ユニバーサルデザインの認知度

②住まいの利便性・安全性についての意識調査

                   ③将来に備えた家づくりへの意識調査 他

回答形式はシングルアンサー（ＳＡ）･･･択一回答形式

1-5 調査実施機関 株式会社トステム住宅研究所 ブライトホームカンパニー 住まいづくり研究所

1-6 回答者 全国 既婚女性  319人

（設問）現在お住まいの家で、不便と感じることはありますか？    （設問）現在お住まいの家で、危険と感じることはありますか？
          また、それはどのようなことですか？                また、それはどのようなことですか？

（設問）現在お住まいの家で、小さなお子様・ご高齢の方や自分自身の安全のために工夫していることはありますか？

          また、それはどのようなことですか？

（設問）今後、家を建てるとしたら、歳をとったときに備えて十分配慮して設計したり、設備の選定を行いますか？

「人にやさしい住まい」アンケート結果（ブライトホーム住まいづくり研究所調べ）
公開ＵＲＬ http://www.brighthome.jp/ouchiclub/result/result21.htm
公開ＵＲＬ http://www.brighthome.jp/ouchiclub/result/result20.htm

※この件に関するお問い合わせ先
㈱トステム住宅研究所 ブライトホームカンパニー

〒136-0071  東京都江東区亀戸1-5-7日鐵ＮＤタワー5Ｆ
ＴＥＬ：03-5626-8729  住まいづくり研究所  櫻場まで

【グラフ5】将来に備えた家づくりをしたいミセス89％

「人にやさしい住まい」意識調査結果（その２）

【グラフ2】「危険」と感じることがあるミセス42％【グラフ1】「不便」と感じることがあるミセス60％

【グラフ３】安全のために工夫しているミセス31％ 【グラフ４】第一子の年齢が若いほど、安全のために工夫している回答の比率が高い
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調査結果につきましては、ブライトホーム住まいづくり研究所運営の
情報サイト『おうち＊くらぶ』で公開。ユーザープロフィールに則した
詳細の調査結果につきましては、公開を控えております。本リリース
以外の詳細の調査結果につきましては、有償で公開させていただく
場合もございます。記事掲載等でご活用いただく場合は、右記まで
お問合せください。

全体（Ｎ＝391）
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